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平
成
の
時
代
が
４
月
で
終
わ
り
、
５
月
か

ら
は
新
し
く
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
当
協
会
は
、
①
身
体
障
害
者
の

福
祉
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
、
②
身
体
障

害
者
の
福
祉
に
関
す
る
研
修
事
業
、
③
身
体

障
害
者
に
対
す
る
支
援
事
業
の
３
つ
の
柱
の

も
と
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
普
及
啓
発

事
業
で
は
、
兵
庫
県
障
害
者
福
祉
大
会
を

11
月
30
日
（
土
）
に
八
鹿
文
化
会
館
で
実

施
し
、
障
害
者
福
祉
に
貢
献
し
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
妊

婦
や
高
齢
者
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方

な
ど
も
含
め
て
、
街
中
で
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
か
け
て
助
け
合
う
「
み
ん

な
の
声
か
け
運
動
」
を
さ
ら
に
展
開
し
て

い
く
た
め
、
聴
覚
障
害
者
に
か
か
る
啓
発

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
み
ん

な
の
声
か
け
運
動
応
援
協
定
締
結
団
体
へ

の
出
前
講
座
や
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
推

進
員
研
修
交
流
会
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
研
修
事
業

で
は
、
毎
年
、
身
体
障
害
者
相
談
員
を
対

象
と
し
て
、相
談
に
応
じ
る
た
め
の
知
識
・

技
術
や
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
関
す
る
知

識
の
習
得
を
め
ざ
し
て
実
施
し
て
い
る
研

修
会
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
身
体
障
害
者
に
対
す
る
支
援
事
業
で
は
、

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
を

図
る
た
め
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
）
や
外
出
支
援
事
業
（
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン

グ
倶
楽
部
へ
の
加
入
や
駐
車
禁
止
除
外
指

定
車
標
章
の
交
付
に
か
か
る
支
援
）
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
自
然

災
害
に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
引
き
続
き
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援

体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
に
障
害
者
の
自
助
力
（
防
災
意
識
）

を
向
上
さ
せ
、
早
期
避
難
の
徹
底
等
を
促

す
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
年
度
も
、
身

体
障
害
者
の
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
２
月
13
日
（
水
）、
神
戸
常
盤

ア
リ
ー
ナ
（
兵
庫
県
立
文
化
体
育
館
）
に
お

い
て
兵
庫
県
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
主
催

で
「
平
成
30
年
度
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選

手
賞
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長

で
、
兵
身
協
で
は
評
議
員
も
さ
れ
て
お
ら
れ

る
八
十
川
一
三
さ
ん
に
、
公
益
財
団
法
人
兵

庫
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
「
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
自
身
も
肢
体
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
平

成
22
年
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
し
て
始
ま
っ
た
知
的
障
害

者
よ
さ
こ
い
教
室
に
平
成
23
年
か
ら
参
加

し
、
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
き
ら
ら
（
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
輝
笑
～
き
ら
ら
～
）
と
し
て
チ
ー
ム

を
支
え
、
年
間
10
回
以
上
各
地
域
の
事
業
に

参
加
す
る
な
ど
会
長
と
し
て
現
在
も
チ
ー
ム

を
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
成
26
年

か
ら
視
覚
障
害
者
卓
球
競
技
（
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
）
の
審
判
や
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格
を
生
か
し
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。」
が
受
賞
理
由
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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平
成
31
年
度
兵
庫
県
の
障
害
者
福
祉
施
策
に

つ
い
て

　

多
く
の
事
業
の
中
か
ら
特
に
兵
庫
県
内
の

身
体
障
害
を
持
つ
方
に
関
わ
り
の
あ
る
新
規

施
策
、
拡
充
施
策
に
つ
い
て
抜
粋
し
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

Ⅰ　

生
活
基
盤
作
り

【
拡
充
】
相
談
支
援
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
向
け
た
人
材
養
成

事
業
（
２
６
，２
３
６
千
円
）

　

障
害
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
に
従
事

す
る
相
談
支
援
専
門
員
や
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
等
の
養
成
研
修
や
能
力
向
上
の
た
め
の

研
修
、
市
町
の
相
談
支
援
体
制
の
整
備
に
対

し
て
支
援
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

○
受
講
見
込
者
数
３
，４
１
０
名　

○
市

町
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
整
備
支
援

【
新
規
】
ひ
ょ
う
ご
障
害
者
福
祉
計
画
等
の

策
定
（
３
，９
３
９
千
円
）

　

障
害
者
基
本
法
や
障
害
者
総
合
支
援
法
、

国
指
針
に
基
づ
き
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
環

境
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
た
見
直

し
を
行
い
、
新
た
に
障
害
者
福
祉
計
画

（
２
０
２
１
年
～
２
０
２
６
年)

、
第
６
期
障

害
福
祉
推
進
計
画
（
２
０
２
１
年
～

２
０
２
３
年
）
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
盲
ろ
う
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業

（
１
０
９
，３
８
４
千
円
）

　

盲
ろ
う
者
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、

学
校
へ
の
出
前
講
座
や
盲
ろ
う
者
の
社
会
参

加
促
進
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ　

教
育
・
社
会
参
加

【
拡
充
】
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
４
０
，９
３
５
千
円
）

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
と
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

２
０
２
１
関
西
に
向
け
、
県
内
障
害
者
ア
ス

リ
ー
ト
の
発
掘
・
育
成
・
強
化
と
拠
点
等
の

環
境
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
新
た
な
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
、
ひ
ょ
う
ご
障
害
者
総
合
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
兵
庫
県
障
害
者
芸
術
文
化
支
援
事

業
（
１
，３
５
３
千
円
）

　

障
害
者
文
化
芸
術
活
動
推
進
法
の
施
行
を

踏
ま
え
、
新
た
に
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ　

し
ご
と
支
援

【
新
期
】
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
県

の
非
正
規
職
員
の
採
用
が
行
わ
れ

ま
す
。

【
拡
充
】
障
害
者
人
材
バ
ン
ク
の
新
設

　

臨
時
的
任
用
職
員
又
は
非
常
勤
講
師
の
希

望
者
の
人
材
バ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

【
拡
充
】
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
「
身
体
障
害
者

を
対
象
に
し
た
特
別
選
考
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

Ⅳ　

く
ら
し
支
援

【
新
規
】
国
際
義
肢
装
具
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）

世
界
大
会
２
０
１
９
支
援
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
（
１
９
，５
２
５
千
円
）

　

２
０
１
９
年
10
月
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
国

際
義
肢
装
具
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
世
界
大
会

を
支
援
す
る
と
と
も
に
東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
２
０
２
１
に
向
け
た
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
拡
充
】
手
話
普
及
に
向
け
た
各
種
講
座
の

開
設
（
２
１
，７
５
４
千
円
）

　

聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
促
進
と
手
話
の
普

及
に
向
け
、
県
民
向
け
の
手
話
講
座
等
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
生
活
点
字
普
及
促
進
事
業

　
　
　
（
１
，
４
０
８
千
円
）

　

視
覚
障
害
者
の
情
報
取
得
等
を
促
進
す
る

た
め
点
字
の
普
及
を
促
進
し
、
弱
視
者
等
の

支
援
者
の
養
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
企
業
等
へ
の
情
報
配
慮
支
援
事
業

（
２
，５
０
０
千
円
）

　

聴
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
団
体
・
企
業
が
主
催
行
事
（
３
０
０
人

以
上
の
イ
ベ
ン
ト
）
を
開
催
す
る
際
、
情
報

配
慮
に
要
す
る
費
用
の
１
／
２
程
度
を
補
助

す
る
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ⅴ　

安
全
安
心

【
拡
充
】
災
害
時
要
援
護
者
対
策
事
業

　
　
　
　
（
２
１
，６
３
７
千
円
）

　

防
災
と
福
祉
の
連
携
に
よ
る
個
別
支
援
計

画
作
成
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
新
規
】
高
齢
者
・
障
害
者
自
助
力
（
防
災

意
識
）
強
化
事
業

　

高
齢
者
・
障
害
者
自
助
力
（
防
災
意
識
）

を
向
上
す
る
た
め
、
防
災
対
策
を
率
先
す
る

「
防
災
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
が
圏
域
単
位
等
で

任
命
さ
れ
、早
期
避
難
の
重
要
性
を
啓
発
し
、

防
災
研
修
や
防
災
関
連
事
業
が
行
わ
れ

ま
す
。

【
新
規
】
夜
間
・
休
日
に
お
け
る
手
話
通
訳

者
派
遣
依
頼
へ
の
対
応

　
　
　
　
（
３
，
０
０
０
千
円
）

　

夜
間
・
休
日
に
お
け
る
聴
覚
障
害
者
の
医

療
機
関
へ
の
緊
急
搬
送
や
受
診
等
に
際
し
、

手
話
通
訳
者
の
派
遣
依
頼
に
対
応
で
き
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

兵庫県の障害者福祉施策
平成31年度主要施策予算の概要

Ⅰ生活基盤作り� 57,647,870千円

Ⅱ教育・社会参加� 406,834千円

Ⅲしごと支援� 781,797千円

Ⅳくらし支援� 4,110,690千円

Ⅴ安全安心� 115,086千円
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日
身
連
収
益
事
業
所
は
、
兵
庫
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
と
連
携
し
、
県
内
各
市
町
の

身
体
障
害
者
福
祉
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
収
益
事
業
（
カ
タ
ロ
グ
回
覧
に

よ
る
物
品
販
売
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
で
得
ら
れ
た
売
上
収
益
の

一
部
は
、
障
害
者
福
祉
事
業
の
活
動
資
金
と

し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
県
と
市
町
身

障
者
団
体
へ
分
配
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き「
日
身
連
収
益
事
業
」

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
収
益
事
業
所

（
通
称
：
日
身
連
収
益
事
業
所
）
大
阪
支
所

電
話
（
０
１
２
０
）
２
６
３

－

３
２
３

　

平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）、
兵
庫
県
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
の
障

害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、障
害
者
の
当
事
者
団
体
、

支
援
団
体
、
県
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
で
も
が
家

庭
や
地
域
で
明
る
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
障
害
者
自
ら
に
よ

る
様
々
な
社
会
参
加
促
進
施
策
を
実
施
し
、

地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
と
社
会
参
加
を
推

進
す
る
た
め
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

今
年
は
、
当
事
者
団
体
12
、
支
援
団
体
１
、

県
関
係
部
局
２
の
15
団
体
が
参
加
し
、
障
害

者
の
社
会
参
加
に
向
け
て
活
発
に
情
報
交
換

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
兵
庫
県
障
害
福
祉
課
と
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
推
進
課
か
ら
、
平
成
31
年
度
の

兵
庫
県
障
害
者
福
祉
施
策
の
概
要
、
特
に
、

新
規
事
業
や
拡
充
事
業
を
中
心
と
し
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
当
事
者
団
体
と
支
援
団
体
か

ら
、
社
会
参
加
に
か
か
る
今
年
度
の
事
業
の

実
施
状
況
や
来
年
度
の
取
組
等
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
団
体
と
も
、
社
会
参
加
に
向
け
た
事
業

を
活
発
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
障
害

者
の
自
立
生
活
と
社
会
参
加
を
さ
ら
に
促
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
、
さ
ら
に
お
互

い
に
連
携
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

日
身
連
収
益
事
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！
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平
成
31
年
３
月
１
日（
金
）～
３
日（
日
）、

兵
庫
県
立
美
術
館
に
お
い
て
美
術
工
芸
作
品

公
募
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
絵
画
の
部
（
２
９
４
点
）、
書

道
の
部
（
60
点
）、
写
真
の
部
（
９
点
）、
工

芸
そ
の
他
の
部
（
73
点
）
を
合
わ
せ
て

４
３
６
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
賞

に
は
、
大
槻
小
百
合
さ
ん
の
絵
画
「
光
の
中

の
二
人
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

車
い
す
に
乗
る
男
性
と
介
助
す
る
女
性
が
描

か
れ
て
お
り
、
と
て
も
明
る
い
色
彩
の
中
で

お
二
人
が
ほ
ほ
笑
む
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
で
す
。

　

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
の
ご
意
見
で
は
、

も
っ
と
も
出
展
数
の
多
か
っ
た
絵
画
の
部
で

は
、「
工
夫
を
凝
ら
し
た
良
い
作
品
や
気
持

ち
を
込
め
た
作
品
の
数
々
で
見
る
側
と
し
て

大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
独
自
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
も
の
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
も
の
な
ど
、
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
る
作

品
が
多
く
、
特
に
大
作
は
非
常
に
見
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
想
い
を
第
三
者
に
伝

え
る
方
法
の
一
つ
に
絵
画
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
自
己
選
択
、
自
己
決
定
の
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
個
性
や
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
表
現
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

ま
た
、
書
道
の
部
で
は
、「
伸
び
や
か
で

自
由
に
楽
し
ん
で
い
る
作
品
が
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。
書
道
は
文
字
を
筆
で
、
し
か
も
墨

色
と
い
う
決
ま
り
の
中
で
表
現
し
ま
す
。
し

か
し
、そ
の
墨
色
は
黒
で
あ
っ
て
濃
い
薄
い
、

ま
た
に
じ
み
や
か
す
れ
も
あ
り
ま
す
。
水
の

量
を
考
え
る
な
ど
墨
の
使
い
方
に
工
夫
を
し

て
い
け
ば
、
作
品
の
魅
力
は
今
後
さ
ら
に
増

し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
会
場
が
大
き

い
の
で
、
是
非
大
き
な
作
品
に
も
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
書
き
た
い
文
字
を

自
分
で
選
ん
だ
、
作
者
の
人
柄
が
あ
ふ
れ
出

る
よ
う
な
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

写
真
の
部
で
は
、「
作
品
数
が
少
な
く
て

残
念
で
し
た
が
、
入
賞
作
品
は
何
を
表
現
し

た
の
か
意
図
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
も
の
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
も
っ
と
も
手
軽
な

表
現
方
法
で
す
。も
っ
と
も
っ
と
見
た
も
の
、

そ
し
て
感
じ
た
も
の
に
素
直
な
心
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
あ
る

べ
き
と
い
う
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
個
性
的

な
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

工
芸
そ
の

他
の
部
で

は
、「
作
っ

て
い
る
と
き

の
作
者
の
顔

が
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
な

作
品
が
多

く
、
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
賞
作
品
に
は
自

由
な
発
想
、
大
き
く
粘
り
強
い
創
作
の
も
の

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
一
方
で
大
き
な
立
体
作

品
が
少
な
く
、
同
一
の
パ
タ
ー
ン
化
し
た
作

品
が
多
か
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
素
材
を
使
っ
て
立
体
的
に
構
成

し
、
よ
り
個
性
的
な
表
現
の
作
品
を
期
待
し

て
い
ま
す
。」
と
講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
同
じ
会
場
で
３
月
上
旬
頃
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
方
に
出

品
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
負
け
な
い
伸
び

や
か
で
大
き
な
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
出
品
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

出
品
者
は
も
と
よ
り
、
公
募
展
の
開
催
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

声
か
け
運
動
推
進
員
を
対
象
と
す
る
研
修

交
流
会
を
、
昨
年
12
月
か
ら
今
年
２
月
に
か

け
て
地
域
別
に
５
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
車
い
す
の
方
へ
の
声
か
け
と
支
援
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
（
一
社
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
に
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
下
肢
に
障

害
の
あ
る
方
へ
の
声
か
け
」
を
視
聴
し
た
後

に
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
の
竹
村
美
紀
子
氏
の

講
話
、
続
い
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
代
表
の
朝
尾
浩
康
氏
の
指
導
の
下
、
車
い

す
の
使
用
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
、車
い
す
を
押
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

自
分
が
乗
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
、

参
加
者
か
ら
は
「
車
い
す
に
乗
っ
て
自
分
で

動
か
す
の
は
大
変
だ
と
分
か
っ
た
」「
車
い

す
に
乗
っ
て
押
し
て
も
ら
っ
た
が
怖
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
を
押
す
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
方
の
気
持
を
理

解
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
研

修
の
ね
ら
い
を
伝
え
ら
れ
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

　

寒
い
中
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
推
進

員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

地域名 開催日時・場所

但　馬
丹　波

12／１（土）14:00～16:00
県立丹波の森公苑 セミナー室

中播磨
西播磨

12／８（土）14:00～16:00
姫路市市民会館 第１教室

東播磨
北播磨

1/19（土）14:00～16:00
加古川市総合福祉会館301号室

神　戸
淡　路

１／26（土）14:00～16:00
兵庫県福祉センター203会議室

阪神南
阪神北

２／９（土）14:00～16:00
西宮市総合福祉センター
別館B1,B2

「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」

研
修
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

理事長賞受賞作品「光の中の二人」

作品公募展会場風景


